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ボランティア活動に終生尽力された古家保二さん専修大学常務理事、常勤監事、専修大学附属高等学校理事長を務められた古家保二さんが、平成二一年七月五日校友会総会に出席する途中心筋梗塞で亡くなりました。古家さんは、昭和二七年専修大学商経学部経済学科を卒業、直ちに専修大学職員(学生厚
生課
) に採用されました。
当時は、夜間部の学
生が多くいましたから、勤務時間
が午後一時から午
後九時までの変則な勤務になっ
て い ま し た 。
人 並 み 以 上 の 勉
強家であった古家さ
んは、午前中の自由時間を活用して専修大学大学院経済研究科修士課程に入学し、小林良生先生から
日本経済史の指導を受けました。古家さんは、
日頃の職務への真面目さと誠実さを評価されて経理部に長く所属され、課長、部長、常任理事(財
務担当
) に昇任されてい
ます。
また、体育会レスリング部長を務め学生の地方合宿にも積極的に参加し、激励して廻るなど学生への指導も非常に熱心に取り組んで
いました。
その聞には、東日本学生レスリング連盟の副会長に選任されています。
当時の森口忠造理事長は、地域のロータリークラブ会員に入っておられ多忙のなかでも例会には必ず出席されていましたが、古家さんに
も九段のライオンズクラブに入会して地元との交流をもって欲しいと要望されました。
この会に入会してから、ボランティア精神が身に付
き始めクラブ活動から会誌の編集にも携わり後に第
一二五代会長にもなり、終生活動を継続しておりま
した。
また、国際関係では、日韓親善協会中央会(参議院議員・原文兵衛会長から衆議院議員・越智通雄会
長に至る
) の常任理事を務めていま
したが、歴代の会長が多忙のため、代わって全国各地の協会を廻り、協会では永年にわたり事務局を手伝いながら活躍されました。
日韓関係の表彰状は、韓国国会議長・
ソウル市長・壇国大学総長など一七件にものぼりま
す。
韓国の大統領就任式には古家さんにも招待
状が届き、出席されておりました。
韓国から専修大学への
留学生は、今までに約三OO名
おりますが、韓国留学生会の顧
問となって、たびたび、生田校舎に出向いて相談に
乗っていました。
また、留学生の会合には、必ず出席しておりましたから学生からも大変信頼されていました。
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専修大学附属高等学校理事長の時には、培一国大学附属高校と姉妹校としての協定を締結するなど国際交流の礎を築きました
。
専修大学を昭和二七年三月
に卒業した同期 会 (
二七
会)
では、菱木昭八朗会長(専修大学名誉
教授
)死去後を継続して会長として尽
力 し
ておられただけに突然の卦報を誠
に 残 念 に 思 い ま す 。
こうした、専修大学をめぐる
ボランティア活動を亡くなるまで誠心誠意続けておられましたこと
は、専修大学の建学の精神であ
る社会
に
対する報恩奉仕を立派に実践し続けられた生涯でありました。
平 成 二 二 年 一月一五日
二 七 会
長谷
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